
平城宮跡・平城京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

1 9 8 2 年度，平城宮跡発掘調査部では，宮内において，内異北外郭東北部，推定第一次朝堂

院，朱雀門四方の南面大垣，第一次朝集殿推定地など1 0 件，京城において，左戚四条四坊九坪

など4 3 件，合わせて5 3 件におよぶ調炎を実施した。以下，主要な調査の概要を報告する。

１平城宮跡の調査

内裏北外郭東北部（第1 3 9 次）の調査調資区は平城宮内姿の東北部，内裏北外郭の東北隅をふく

承，第１３次調査I ﾒ : ・第1 2 9 次調査区に南と北を接する。検川した主な遺榊は掘立柱建物８棟，

築地塀２条，掘立柱塀３条，溝1 3 条，土壌1 0 雌などである。辿櫛の重複があまりふられなかっ

たので，調査区を仮に４区に分け，各地にごとに遮椛の状況をふる。

内裏北外郭地区南北築地ＳＡ７０５と＃〔曲築地S A 1 0 5 0 0 の交わる，内裏外郭北東隅を検出し

たｏＳＡ７０５とS A 1 0 5 0 0 は築地雄聴部の版築を残し，寄柱と思われる柱穴が染られる。なお‘ 隊

造営前の遺構に焼土城S K 1 0 5 0 4 ～1 0 5 1 1 がある。出上遺物がなく，性格は/ 1くりｌｏ

内裏北外郭北方東I ﾉ [ i 満S D9 7 9 7と掘立柱の陳ｌ１ｌｌＳＢ９８１０Ａ. Ｂは，第12 9次Ｉ淵奄豚で検|Ｉ) した

官簡建物群の南を限る施設である。陳門の陳通り東延長線上に南北大溝S D 2 7 0 0 にもうけた水

樋暗渠施設S X 1 0 5 6 0 があることから，ＳＢ９８１０Ａ．Ｂの火I ﾉ ｌｉに築地が〃した．1 1 1能性がある。

内裏外郭の北面築地心とのNi 雛は5 4 ｍ（1 8 0 尺）になる。なお，掘立柱建物S B 1 0 5 6 5 ，柱根を

残すS X 1 0 5 8 0 は奈良時代に，掘立柱建物S B 1 0 5 9 0 は平安時代に，士職S K 1 0 5 8 2 ・斜行瀧S

D1 0 5 7 8，地山の凹みS X 1 0 5 7 5・S X 1 0 5 8 8は宵造営前にそれぞれ比定できるｏ

南北大溝ＳＤ２７００ＳＤ２７００は上I 隈2 . 0ｍ・底I 隅0 . 9ｍ・深さ1 . 4ｍで，人頭大の三笠安111淵の

玉石を６～７段積んで識岸した石組溝である。堆砿卿は５胴に分かれ，肢ド届から養老７年の

紀年木簡が，敢上層から「天応」の銘をもつ雛『噂土器が出土し，この溝が奈良時代を通じて機

能していたことが知られる。各所に，堰

S X 1 0 5 3 5・布蚊施設S X 1 0 5 5 5・横板をわ

たした護岸施設S X 1 0 5 5 6 ・木樋暗渠施設

S X 1 0 5 6 0 が構築されているｏ

ＳＤ２７００以東東I ﾉ 吋溝S D1 0 5 5 0は上|隅

2 . 7 ｍ・底幅1 . 0 ｍ・深さ1 . 7 ｍの素掘りの

溝で，下屑から天平元年・犬平６年の紀年

木簡が，蚊上層から「天応天年」の雛, 1 1 : 上

器が出土した。なお，束の拡張区で，掘立

柱建物４棟・掘立柱塀２条を検出した。こ

のうち，S B1 0 5 4 4とS A1 0 5 3 9は奈良時代

－１９－

平城宮跡発 r 伽位縦図



袖Ⅲ 0 １－

南北1 8 0 尺にわたる広場的空間S H 1 0 5 7 0 であったことを肌らかにしたｏ
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以降のものとみられる。

遺物は主として南北大溝SD2700と東西溝SD10550から出土した｡木簡は計258点で，養老

７年～天平宝字６年の紀年木簡がある。大量の土師器・須恵器が出土し，この内に130点余の

墨書土器がある。軒瓦は466点で、第１期の6311- 6664, °Ｆ型式，6313- 6685型式，第Ⅲ期

6225- 6663型式が主体を占める。木彫面・「木」の陰刻文をもつ木印・飾鋲付漆塗木概片・な

どの木製品，金銅製垂飾・金銅製飾鋲・帯金具などの金属製品の出土をみた。

今回の調査は，内裏北外郭東北部の様相をかなりり} 確にした。４項目にまとめうる。１内裏

外郭の北面築地を新たに検川し，内裏外郭の規模を明らかにした。南北距離が必友で約3 7 2 . 5

ｍ（ほぼ1 2 6 0尺）になり，内裏内郭の心を阪離のほぼ２倍にあたる。２平城宮東部の基幹排

水路S D2 7 0 0 を9 0 ｍにわたって検出し，規模・構造を把握するとともに豊富な遺物をえた。

３東西溝S D 1 0 5 5 0 を検出し，この地区の区画割りに新知見をえた。４内裏北外郭の北が，
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縦地と遺稚の関係

推定第一次朝堂院地区（第140次）の調査推定第一･次朝蹴院地区については，これまでに第９７．

１０２．１１１．１１９．１３６次の５次にわたる洲在を実施してきた。今Ｍの洲査は，束第二堂の規桃と

東第二堂南側の状況などを明らかにするI I 的でおこなった。そして以下の成果をえた。１束

第二堂の規模が判りl したｏ難聴の復原規棋は南北長約97ｍ・東西幅約18ｍで，残存簡約0. 5ｍ。

礎石建ち東西噸付南北棟建物で，桁行21間約4. 4ｍ（15尺）等間，梁間４間約3. 2ｍ（11尺）等間

であるｏ桁行総長が92. 4ｍ（315尺），梁間総長が12. 9ｍ（44尺）となる。２第一次朝蝋院で

は南北陳の潅壊建物を東西に各２堂，合計４堂配置していることが確定した。３束第二‘ 堂の

南に，桁行１６間約２‘ 2ｍ（7. 5尺）等間，梁間４間約2. 6ｍ（９尺）等間の東西恥付南北棟掘立柱

建物と，南北170ｍ以上におよぶ抗列を検出した。４束外郭に' i ‘ 了簡域を検出した。５５世

紀前半代の古城時代集落の存在がり) らかになった。

今回の調査で第一次朝堂院地区東半部の調在は終了し，この地陳の全貌をほぼI ﾘ l らかにする

ことができた。そこで，この地区にひろがる４脚の整地土（輔１次整地屑一灰色砂磯士，館２次整

地層一輩白色粘土，節３次整地届一階灰色砂土，節４次整地咽一瓦片を多哉にふくむ暗灰色砂礁土）を手

がかりに，奈良時代におけるこの地I え全体の変遷を概観する。

Ａ期和銅創建当初の短期間の時期ｏ地割溝と染られる細い東西溝が４条あるＯ

Ｂ期第１次整地をおこない岐初の造営がはじまった時期で，第一次大極殿地域第１－１期に

あたる。薙幹排水路の南北溝S D3 7 6 5 がある。東面・南面に捌立柱塀ＳＡ８４１０・S A9 2 0 1 A・

S A 9 2 0 2 Aの柱掘形を掘るが，柱を立てずに埋め戻す。

Ｃ期第２次盤地をしてＳＤ３７６５を叩めたて，東に南北溝S D3 7 1 5 を掘削する。第一次朝‘ 散院

の区両（SA5551・ＳＡ５５５０・SA9201B・SA9202B）を作る。この規棋は東l ﾉＩｉ約214ｍ（720尺，

大6 0 0尺）・南北約2 8 4ｍ（9 6 0尺，大8 0 0尺）である。南面のS A9 2 0 1 BとS A9 2 0 2 Bの間は1 5ｍ

あく。朝堂建物はいまだ建っていない。

Ｄ，期第３次整地後に東第一堂（S B 8 4 0 0 ）・東第二堂（S B 8 5 5 0 ）・刺堂院南門S B 9 2 0 0 を造

憐する。第一次大極殿地域第１－２期にあたるであろうo S B 8 4 0 0 とS B 8 5 5 0 は一連の掘込地

業をおこない，梁間を揃える。棟通りはS A 5 5 5 0 の西約2 1 . 8 ｍで，朝堂院東西1 幅の1 0 分の１で

ある。S B8 4 0 0 とS B 8 5 5 0 の南妻はS A 9 2 0 1 Bの北約1 7 . 9 ｍ，約7 0 . 4 ｍにあり，この距離はそ
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れぞれ小尺の600尺・240尺・大尺の500尺・200尺にあたるｏ大宝大尺でラウンドナンバーをえ

ることは遷都当初に造常された第一次大極殿地域に一致する。第一次朝堂院が第一次大極殿院

より一時期遅れて造営されたことは確実であるが，上記のことから承て遷都当初から四堂配置

の計画で縄張りしていた可能性がある。

Ｄ２期第一次大極殿地域の第１－３．４期に相当する。東而ではＳＡ５５５０ＡをS A 5 5 5 0 Bに

改' 修する。南面では南l Ml S B9 2 0 0の前面に仮設の目隠塀S A9 1 9 1とその両脇に接して詰所ＳＢ

９１９０・SB9192が建つ。SA9201B・ＳＡ９２０２Ｂの改修の有無は不明◎束外郭1ｷ ﾞ術はＤ, 期に

初現を求めうるが，Ｄ２期には確かに存在する。

Ｄ３期第一次大極殿地域第Ｉ期に相当する。東面ではＳＡ５５５０Ｂを築地塀S A 5 5 5 0 Cに改修

する。ＳＡ５５５０ＣにはＳＢ８５５０の北から５間目に対応して門S B 8 9 8 0 が開く。南面ではS B

9 2 0 0 の仮設t l 隠塀と詰所を撤去する。S B9 2 0 0 には築地塀がとりつくとふられる。

Ｄ４期第一次朝堂院内郭に変化はない。第一次大極殿地域第1 1 期にあたる。

Ｅ期第一次大極殿地域第Ⅲ期すなわち，平城上皇の時期にあたるｏＳＢ８４００・ＳＢ８５５０・

S A 5 5 5 0 は存在しない可能性があるｏ南門S B9 2 0 0 やそれにとりつく築地塀等の施設は廃絶し

ており，南北溝ＳＤ９１８３・S D9 1 8 4 がある。

Ｆ・Ｇ期朝堂院廃絶後には，ＳＢ８５５０とＳＡ５５５０間の空閑地を一時鍛冶工房として使用し，

その後，第４次整地で埋めつくす。第４次整地は平安時代末におこなったと考える。

３４

鋪一次大極殿・朝堂院地区変遷図
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朱雀門西方の南面大垣（第1 4 3 次）の調査朱雀門西側の南而大虹復原盤備に先だち，大坂に関す

る詳しい資料をえ，遺櫛の残存状況を確認し，さらに朱権門付近の条坊遺椴を確かめるために

実施した。調査I 〆: は東西用水路を境に北隠・南区に分けた。調究の結果，北区では大城北側で

堰板溝を新たに検出し，築地の北端を確認した。また，場合によっては掘込地業をおこなわな

いこと，東半においては築地幅を拡幅したことを肌らかにした。南Ｉﾒ : では第130次調査の成果

と合わせれば，朱雀大路東・西側溝は二条大路を横断して二条大路北側溝に接続すること，同

北側溝は規模を縮小して朱雀大路を横切ること，さらに条坊制の披点となる朱雀大路東・両側

溝と二条大路北側溝の交点を確認し，朱雀大路の路肩が明らかになった。

北区掘込地業はせずに，地山に直接３～５屑の整地をして，大垣ＳＡ１２００を築く。大垣の

南辺は用水路で破壊されているが，幅1 . 5～2 . 0ｍ，高さ0 . 5ｍの版築で築いた基底部が造存す

る。北祇で堰板を据える溝状遺櫛S X 1 0 9 6 0 ，これに接して添柱列S S 1 0 9 5 9 を検州した。東半

にはこの築地を拡幅したものと承られる築土があり，S S 1 0 9 6 1 がこの際の添柱列であろうｏ

東西群S D1 0 9 5 8は築地構築にともなう牌状の掘り込象，東西溝S D1 8 8 9はS A1 2 0 0の北落溝

かつ宮内道路S F 1 8 8 0 の南側溝である。

南区東西満S D1 2 5 0 は二条大路北側溝で，かつ平城宮の南面外濠，南北瀧S D1 0 9 5 0 は朱雀

大路西側溝である。

遺物は，主にＳＤ１８８９とS D 1 0 9 5 0 のしがらふの裏込めから瓦が大ｉＩ} : に川上した。軒瓦のほ

ぼ９割を藤原宮式が占める。他に鞘尻金具，木簡，人形などがＩｌＨ宣した。

７ｍO

h-病rr，

－思う『
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南面大皿調査遺概 | 叉１
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箱一次朝集殿惟定地調査造機例

第一次朝集殿推定地（第146次）の調査推定第一次朝堂院東朝集殿の検州をI ~l 的に笑施した。調

査の結果，１本調査区内には東朝集殿が存在しないこと◎２奈良時代初頭の宮基枠排水路

である南北溝SD3765が，南北溝SD3715掘削後も南部で機能していた形跡があることｏ３

ＳＤ３７６５とＳＤ３７１５の間に，第136次・第140次調査で確認された掘立柱建物がのびているこ

と。４４世紀後半から５世紀にかけての古墳時代の集落が存在すること，が判明した。

検出した主な遺構は，掘立柱建物５棟，南北溝４条，竪穴住居跡８棟，周溝１条，土職1 2基

などである。奈良時代に関しては，Ａ，Ｂ，Ｃの３期に分けることができるＯ

Ａ期推定第一次朝堂院の建設前の時期。素掘りの南北溝ＳＤ３７６５がある。幅約2 . 0 ｍ，深さ

約1 . 0 ｍで，３層の推積層の内，中・下層がＡ期にあたるｏ下層から瓦編年第１期の軒瓦が出

土したo S D 3 7 6 5 以東に，暗灰褐色粘質土の第１次整地がおこなわれるＯ

Ｂ期素掘りの南北群S D3 7 1 5 を掘削し，掘立柱建物S B1 0 9 8 0 を建てるo S D3 7 1 5 は幅約3 . 0

ｍ，深さ約0 . 4 ｍの素掘り溝で，「菓料」「内大炊口人」と記す鎚諜土器の他，瓦編年第１～

第Ⅲ期の軒瓦が出土したo S D3 7 6 5 上層が堆祇するo S B 1 0 9 8 0 は５× ２間（９尺等間）ｏ

Ｃ期黄褐色粘質土で第２次整地をおこない，ＳＤ３７１５を埋めたてる。南北陳掘立柱建物S B

1 0 9 8 1 を造営する。７以上× ２間（1 0 尺等間）。この建物の北に，土師器と須恵器を大赦に廃棄

する。なお，梁間２間の掘立柱建物S B 1 0 9 8 2 ・S B 1 1 1 0 1 ・S B 1 1 0 7 5 は平城宮方位に対して

振れているため，Ｃ期以後のものと推定される。（深羅芳樹）
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左京四条四坊九坪（1 4 1 - 9 次）の調査本調査は，奈良市三条宮前町３Ｊ目６番地の白藤学園の校

舎期改築に伴う事前調査である。ここは太安蔑侶の墓誌に記されている左京四条四坊にあた

る。調査は坊内九坪の西北部6 2 0 ㎡について行った。主な検出遺構は，掘立柱建物８棟，掘立

柱塀５条，溝３条，土職９基，東四坊坊間路などである。東四坊坊間路は路面幅7 . 3 ｍ，側溝

心を距離9 . 0 ｍを測り，計両寸法３丈の条坊道路である。

九坪で検出した遺構はすべて奈良時代の遺椛であり，その重複関係や配腫状況，出土遺物の

; 倹討からＡ・Ｂ．Ｃの三時期にわたる変造がある。Ａ期（奈良時代前半）の東西満S D2 4 0 1 は，

坪のほぼ1 ／4 に位置しており，宅地割の区画溝と考える。調査膳内には小規模な東西棟建物S

B 2 3 9 1 が１棟しか衆られず，Ｉ| i 心建物は調査I え域外に予想されるが，Ａ期の宅地割を1 ／4 町な

いし1 ／8 町に想定させるものとなっているＯＢ期（奈良時代中頃）になると，坪を分割する区画

溝が廃され，少なくとも九坪西半部は一体の宅地となる。調査区内には雑舎しかみられない

が，それらは一定の配置計画のもとに建ちならび，１／2 町以上の整然とした宅地利用が推測さ

れる。このＢ期の宅地割はＣ期（奈良時代後半）にも引継がれるが，Ｃ期になると建物の配置に

大きな変更が愚られるｏすなわち調奔区内には雑舎と主要殿舎を限る内柵（ＳＡ2 4 0 2 . 2 4 0 4 ）が

一Ｌｕ「一遍辰一

１４１－８

141- 3］
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Ｌ字形にめぐり，桁行６間，梁行３間で東・南に廟をもつ大形の南北棟建物SB2390が配され

る。このＳＢ２３９０は建物の規模・形式からふて，主殿に対する脇殿的な性格の建物と考えら

れ，この建物の束もしくは南の調査区域外に主殿の存在が予想される。

遺物としては，掘立柱建物SB2393の南妻柱列東第２柱穴の掘形から，羊を象つた須恵質の

形象硯が出土した。この他，SK2412より出土した土器群は器種が豊富であり，天平年間の土

器使用の実態を伺える好資料である。また，SK2408の土職からは百枚近い和同開弥が差銭の

状態で出土した。以上のように，九坪の宅地割と宅地利用状況の一端を明らかにすることがで

きたが，調査面積が九坪全体の1／25にすぎないところから九坪をふくむ周辺地域の調査の進

展が待たれる。（『平城京左京四条四坊九坪発掘調査報告』）

左京四条二坊十五坪（第145次）の調査本調査は，奈良市尼ケ辻町田村川の住宅地造成工事に先

立つ事前調査である。調査地周辺は藤原仲麻呂の邸宅である田村第に推定されている。調査面

, 償は600㎡・主な検出遺構は建物４: 陳・掘立塀３条・土戦６基・溝がある。遺構は切り合い関

' 係から３時期以上に区分できるＯＡ期では，桁行５間，梁行２間，８尺等間の東西棟掘立柱建

物SB2220と，桁行５間，１０尺等間の東西棟掘立柱建物SB2230，および10尺等間で南北の掘

立柱塀S A2 2 4 0があるが，接近状態や重複関係から３小期の変遷があった。Ｂ期では，桁行５

間以上，梁行４間の南北に廟をもつ東西棟礎石建物S B2 2 0 0 があり，桁行は1 2尺等間，梁行は

身舎９尺等間で順の出は８尺である。柱側筋の北は坪掘，南は布掘地業を行う。礎石は抜き取

られており抜き取り穴には喋・瓦類が投棄されていた。礎石建物の布掘地業の類, 例としては，

平城宮のＳＢ５３００（第3 7 次調査）がある。礎石建物ＳＢ２２１０は桁行５間以上，梁行３間以上の

少なくとも東廟をもつ南北棟建物で，桁行1 2 尺等間，梁行は身舎，廟とも1 0 尺である。柱位置

はすべて坪掘地業を行う。礎祈は全て抜き取られている。建物の南側には1 1 尺の出で掘立柱の

縁が付されているo S B 2 2 0 0 とS B 2 2 1 0 は南面の柱筋を揃え，建物の間隔は柱心禽で2 0 尺であ

り，一連の建物と考える。Ｃ期では，掘立柱塀S A 2 2 1 5 があり，９間以上の南北塀で柱間は８

尺等間である。

遺物はS B 2 2 0 0 の南側柱筋の礎石抜き取り穴から軒平瓦6 6 7 0 Ａ（新型式）が，土砿ＳＫ２２０６

からは和同開弥が1 2 枚，重なった状態で出土している。

検出遺構のうち，Ｂ期は出土遺物からゑて奈良時代中頃である。この期の遺構は大規模な礎

石建物群が整然とした．字形配置をとる可能性がある。仮にこうした配置をとるとすると，こ

こが田村第の一部となる蓋然は高いといえる。隣接地の調査が望まれる所以である。

左京九条三坊（第1 4 1 - 2 3 次）の調査本調査は，奈良市東九条町4 1 9 - 1 の駐車場建設に伴う事前調

査であり，調査は九条三坊十坪の東堀河と九条々間路の交差点推定位置にあたる約' 8 0 ㎡につ

いて行った。

東堀河は東市に物資を運搬するために開削された運河である。1 9 7 5 年の左京八条三坊の調査

で検出し，遺存地割の検討によって，現大安寺宮地町の四条を間路付近から，京外の現地蔵院

－２６－
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川南方の河道まで，南北３k ｍにわたりｆｌ流することが
ー－

糟

確認されているｃ

主な検州遺構は東堀河ＳＤ１３００と九条条間路ＳＦ

左京四条四坊九坪調査遺橘図
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また土戦ＳＫ

。

砿は南西方向に流れＩＨる溝を伴い，布留式土器が少量出土した

る

Ｓ

Ｃ

Ｄ

■

－一言

|’

1 1

■ 1

交差する部分から，梁間１間，桁行５間の八脚からなる木橋を検出した。木僑は九条条間路心

にあわせて，梁行を条間路幅員の約1／3の９尺に施工している。原位置を保つ橋脚部分に対し

て，西岸にば桁行１間分に相当する橋桁・梁・橋板材が護岸施設SX2355に転用された状態で

造存し，橋の構造をほぼ完全に復原できた。すなわち，橋脚は河の中央に，４本の太い柱を桁

行約４ｍ，梁間2. 7ｍに配置し，西脚柱の西1. 8ｍと東脚柱の東1. 5ｍに補助脚柱をもつ。梁は

柱頭に造り出した柄で受け，梁上に２本の桁を平行に架け渡して継ぐ。桁は横ずれしないよう

に工夫され，さらに離間を防ぐために桁側面に太柄を用い，桁と桁，桁と梁を縄絡みで固定す

る。２本の桁上には橋板が敷きつめられており，桁の横振れによる落下防止が考慮されてい

るｏ地覆の継手仕口や橋板との固定法は釘を用いず縄で結縛しており，地覆間に土を盛って路

面としていたものと思われる。

東堀河SD1300からは多餓の土師器・須恵器，三百点を超す金属製品，百点近い皇朝銭，木

製品などが出土した。この中には多数の人面墨諜土器，土馬，１ｍを超す等身の人形なども含

まれ，東堀河が物資運搬用の運河のみならず，京住民の蕨川としても機能していたことがうか

がえる。出土遺物の年代から，東堀河は奈良未から急速に埋没し始め，平安初期には完全に埋

没したことが知られる◎（『平城京東堀河一左京九条三坊の発掘調査』）

左京九条三坊三坪（第1 4 8次）の調査本調査は，奈良市西九条町4戸１－９他における工場建設に伴

なう事前調査であり，調査地は左京九条三坊三坪の北半中央部で9 0 0 ㎡である。

検出した主な遺椛は，掘立柱建物９棟，掘立柱塀１条，土蛎２，溝３条などで，古墳時代と

奈良時代に区分できる。古墳時代の遺溝は調査区南端で検出した土壌S K 2 4 8 8 がある。この士

０

５４７

Ｂａ

左京九条三坊・東堀河調査遺隣図

－２８－
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2 5 1 3 . 2 5 2 8 がある。奈良時代の遺構はＡ，Ｂの２時期に区分できる。Ａ期には桁行が９尺等

間，梁行が身舎６尺等間，廟10尺等間の東西棟SB2500と，これに中軸線を揃えて北約50尺に

位置する桁行８尺等間，梁行９尺の東西棟SD2 5 2 0がある。Ｂ期では桁行８尺等間，梁行６尺

等間の総柱建物SB2490，柱間７尺のSB2522，柱間13尺の南北棟ＳＢ２５２５のほか7. 5尺等間

の南北塀S A2 4 7 5を４間分検出しているｏ

遺溝の年代は，Ａ期のS B2 5 1 0 の柱抜き取り穴から奈良時代中頃の土器，Ｂ期のS B2 4 9 0 の

柱穴から奈良時代後半頃の土器が出土しており，Ａ期を奈良時代前半，Ｂ期を奈良時代後半に

比定できる。Ａ期はS B2 5 0 0 o 2 5 2 0 を南北に並べ，しかもS B2 5 0 0 をほぼ坪の中心に位置させ

ていることから，一町の宅地を占有し，建物を整然と配置していたと推測される。Ｂ期の建物

は小規模でまとまりに欠け，様相が一変する。三坪の特殊事情なのか否か今後の課題である。

奈良女子大学構内遺跡（第1 4 4 - 1 次）の調査平城宮跡発掘調査部では，1 9 8 2 年度に奈良女子大学

に協力し，大学院・一般教養棟建設に伴なう馴揃発掘調査を行なった。当該地は奈良時代には

外京二条六坊- ' 一一坪に，中世では春1 . 1 祭参向の勅使の宿所であった宿院御所の推定地周辺部，

近世では奈良町奉行所西北部濠外にある。調査面砿は5 0 0 ㎡である。遺総は_ ' 二・中・下層の三

面において検出した。上層遺構は，江戸時代の井戸２基がある。中層の適職は，室町時代の建

物，井戸，瀞，杭列，土壌，および鎌倉時代後半の建物，土職がある。下隔遺椴は，平安時代

の十職と奈良時代後半の門跡，南北職，土職，土智列などがある。奈良時代の門跡は１間の

左京九条三坊三坪調査適職図

－２９－

【－１４回目Ｚ［

I

棟門で，その位置から

ゑて十一坪と十四坪を

分ける坪境小路（後の

法蓮道）に而したもの

である。この門にとり

付く築地塀は確認でき

なかったが，築地塀の

雨落溝と思われる南北

溝がある。遺物は弥生

土器や埴輪片もあるが

主体は奈良時代以降の

土器と中世の軒瓦であ

る。なかでも三彩小壷

３，緑紬陶器片1 2 ，三

彩の軒瓦片３，土馬１１

点などは注目できる。

（内川昭人）
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調査地区｜調査次数｜調査期間｜而職｜術

1 9 8 2 年度平城宮跡発掘調査部調査一覧
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出土の木簡

洲査地区｜次数川土遺櫛偶ち剛終

#難雌蕊灘" : : 蕊

墜慧燃継; 豊撫郷購…＃リ

平法華寺旧境内’ 4 ' 一’ 東西満

泉左京３条２坊７坪１４１－３５土拡ＳＫ２５４９１（０）

計’ ’1,027(692）

３平城宮．京跡

1 9 8 2 年度の調査では，平

城宮跡の３個所と平城京跡

の４個所の調査区から総計

1 , 0 2 7 点の木簡が出土した

（調査会による左京二条二坊

十二坪調査の4 1点を除く）○

主な木簡の釈文は，『平

城宮発掘調査出土木簡概報城宮発掘調査出土木簡概報１９８２年度木簡出土点数

( 1 6 ) 』（1 9 8 3 年５月）に報告したので，ここでは内容的に興味深いものを中心に紹介する。

内裏北外郭東北部（第1 3 9 次）出土木簡調査区は平城宮の内裏北外郭束北隅とその東北方で，１９８１

年の第1 2 9 次調査区に南接する。木簡は内袈外郭の東側を南流する石組の南北大瀧ＳＤ２７００

（「東大溝」，l 脈２ｍ・深さ1 . 4ｍ）から194点，調査区北端でSD2 7 0 0の東にとりつく素掘りの東

西溝S D1 0 5 5 0 （幅2 . 7 ｍ・深さ1 . 7 ｍ）から6 3点が出土し，他に新しい時期の溝から１点が出土し

た（計2 5 8点）o S D2 7 0 0は平城宮東部の幹線排水路であり，すでに1 9 2 8 . 3 2 年の奈良県岸熊吉

技師による調査や第2 1 次．1 2 9 次調査によって検出しているｏ今凋査区と一部重なる岸氏の調

査では「口内省」「内掃」など宮内省関係の錨書土器，少し下流の第2 1 次調査では宮内省関係

などの木簡2 9 0 点，北接する第1 2 9 次調査でも女' 向関係・薬物関係などの木簡1 7 1 点が出土して

いるｏ今回の調査ではＳＤ２７００とS D1 0 5 5 0 が接する付近を中心に両溝堆h 1 i 土の各所各臆から

木簡を得たoS D2 7 0 0出土木簡にI ' には年紀を記載した木簡が1 9点あり，それらは石組溝の肢ド

層から養老５～天平４年（7 2 1～7 3 2），下から２層めより神亀３～天平９年（7 2 6～7 3 7），下か

ら４層めに天平宝字４～６年（7 6 0～7 6 2）と，堆積の層位順に出土している。さらに肢上層か

らは「天応」（781～78 2）の銘をもつ畿書土器が出土し，SD2 7 0 0が奈良時代を通じて次第に

埋まっていった状況が知られた。またS D1 0 5 5 0 からも紀年木簡４点（いずれも天平年間）と，

やはり雌上層から「天応元年」（781）の雑書土器が出土したｏＳＤ２７００・SD1055 0の堆枝状

況はほぼ同じであり，以下出土木簡を一括してみていくことにする。出土木簡全休の特徴とし

ては，貢進物荷札木簡の点数が多く，そして削崎の割合が低い（9 . 3％）ｏ貢進物荷札の｢ | ･ I で

は，特に隠伎国からの海産物の荷札が阿瀧接合点( ､ l ･ 近から15点とまとまって出土したことが' 二ｌ

立つ（６）。これらは韮老～天平頃の年代' 鵬をもちながら，いずれもやや小形で幅広の材の上

下I i i j 端の左右に切り込みを入れ，一面に一部を割I 糖にした記載をもつという隠伎独特の形態

・記載形式をもっているｏ他にも０卜予国の貢進物荷札が８点と点数が多く（７），このように

遺櫛の一定個所から特定の国の荷札木簡がまとまって出土したという状況は今調査に特徴的で

あった。また，第1 2 9 次調査につづいて「典薬寮」（１）．「瀬肝」（９）．「玄参」（1 0 ）と薬

物関係の木簡が数を蛸したことは，本地凶周辺（北．東方）に関係' 闇' 司の存在を示唆するもの

－３１－



である。注目すべき木簡としては，「正丁作物」という税日を記した荷札木簡（４）がある。

はじめて知られた「正丁作物」とは，調副物・中男正調にかえて「中男作物」の貢進を定めた

養老元年（717）１１月戊午詔（続日本紀）の中で，もし中男が不足する時は雑篠を役せよとした

規定に依拠した貢進物であろう。次に，「参河国播豆郡大御米五斗」の荷札木簡（３）は, 天皇

供御用の米かと思われる記載をもつと同時に，別の「コロ米五斗」という荷札木簡断片と同材

( 同年輪）であって，縦に細長い材を横に切断するか，分厚い材を縦に薄くさき割るかという木

簡作成技法を示唆するものであった。その他，暦注を記した木簡( ８) も興味深い。ＳＤ２７００・

S D10550からは木簡の他に木彫面・「⑳」の陰刻文をもつ木印などとともに，130点余の墨i ￥

〔女弼力〕

土器ｶ ﾐ 伴出した。記銘には年紀の他「大膳」「内薬□」「□口厨」「官」「人給所」などの官司

名，「烏膏」「酒」「菓」などの物品名，「供養」「上番」などがある。

推定第一次朝堂院地区（第1 4 0次）出土木簡推定第一次朝堂院の東南地区において，第一次・二次

朝堂院間を南流する幹線排水路である南北溝ＳＤ３７１５と，その枝溝・つけかえ溝から木簡計

7 5 9 点が出土した。大部分が削屑であり（8 8 . 0 ％），溝内に堰や杭群のあった地点から特に大批

に出土した。遺椛は，奈良時代中頃までの南北溝ＳＤ３７１５（下屑）とその西側にわかれる枝溝

（東西溝SD10705A・南北満SD10706），奈良時代後半のＳＤ３７１５（11. ' 膳）と南方で鍵の手状にＩＩｌ１

がるその統きのつけかえ溝（東西溝S D1 0 7 0 5 B・南北溝S D1 0 3 2 5 B）である。

幹線南北溝S D 3 7 1 5 下層からは出土点数の半数以上の多地の削屑（「民部省移匡」など）が出

土した。同じく奈良時代中頃以前に位置づけられる枝溝S D 1 0 7 0 6 出土木簡には，一面に「京

橋造不状／□ 口少疏倉人」，他面に「又十二日宣受史生土／十九日弾正壷口責戸／東宮南

道」などと記したもの（1 2 ）があり，弾正台が奈良時代に「検京中非違道橋及諸寺」（延喜弾正

台式）を任務とした実例となるとともに，口宣の記録として政務の具体的な一端がうかがえて

興味深い。なお南接する第1 3 6 次調査でもS D1 0 3 2 5 から｢ 弾正｣ 銘の墨斜: 土器を得ている。奈良

時代後半に機能したつけかえ溝S D1 0 3 2 5 Bでは，「左兵衛府奏」（1 3）・「中衛府」（1 4）・｢ ､ 術

門府」（1 5 ）といった術府関係の記載をもつ削屑や，「造宮省」（1 6 ）・「造曹司所請」（1 7 ）など

造営関係木簡が特徴的であった。また｢ 西大宮正月仏御供養雑物買口銭」（' １）という木簡が

あり，「西大宮｣ －｢ 西宮｣ すなわち第一次大極殿地域ないし内裏地域（『平城宮発掘調査報告) 0』）

で正月に仏事が行なわれたことが知られる。裏面署名者の添石前は天平神護元年（7 6 5 ）２月に

県主から添県主と賜姓されており（統日本紀) ，本簡の年代はそれ以降ということになる。

南面大垣地区（第1 4 3 次）出土木簡朱雀門西側の南面大垣の調査にともない，朱雀大路の西側緋

S D1 0 9 5 0から，郷里制時代（7 1 5～7 4 0）の阿波国からの庸米貢進荷札（1 8）など２点が出土。

平城京調査の出土木簡法華寺旧境内の調査（第1 4 1 - 1 次）では，法華寺と南の阿弥陀浄土院と

の間を画する東西燐から「釆女□ 」と記した習書木簡が１点。左京九条三坊十・十一坪の調査

（第1 4 1 - 2 3 次）では平城京の束堀河ＳＤ１３００（幅約1 1 ｍ）にかかる橋の遺構を検出し，束堀河か

ら人形．人面鎚諜土器などとともに木簡断片５点ｏ左京三条三坊七坪の調査（第1 4 1 - 2 8 次）で

－３２－
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は，東三坊々間路西側溝ＳＤ２３２５より尾張国仲嶋郡牧沼郷新店里( 新出郷里名) からの' ' 1 米立進

荷札１点◎ また左京三条二坊七坪の調査（第1 4 1 - 3 5 次）では，奈良時代初頭の土職から「．に

里人歳歳歳歳歳歳歳」という習書木簡１点が出土した。（佐藤信）
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